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１．問題と目的


































































































































































































高いこと（t=8.824, df=44, p<.001, r=.80），（b）④
が②よりも有意に高いこと （t=11.621, df=44, p<.001, 
r=.87），（c）①と②の間に有意差がないこと（t=1.722, 
df=44, p=.092, r=.25），（d）③と④の間に有意差が








効果（F(1, 44)=.069, p=.794, η2<.001）と，メモ行為
の主効果（F(1, 44)=.191, p=.664, η2<.001）は，とも
に有意ではなかった。WM 容量とメモ行為の交互




p=.070, η2= .07）， （b） メモ行為無し群において， WM
容量大群が小群よりも成績が高いこと （F(1, 44)= 
3.001, p=.090, η2= .06），（c）WM 容量大群において，
メモ行為有り群とメモ行為無し群の間に成績差がな
いこと （F(1, 44)=1.531, p=.223, η2=.03）， （d） メモ行
為有り群において，WM 容量大群と小群の間に成
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